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ア
テ
モ
ヤ
は
バ
ン
レ
イ
シ
、
別
名

シ
ャ
カ
ト
ウ
（
釈
迦
頭
）
と
チ
ェ
リ
モ

ヤ
を
交
配
し
、
品
種
改
良
さ
れ
た
熱
帯

果
樹
で
す
。
ア
テ
モ
ヤ
の
名
前
は
バ
ン

レ
イ
シ
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
呼
び
名
で
あ

る
ア
テ
ス
の
「
ア
テ
」
と
チ
ェ
リ
モ
ヤ

の
「
モ
ヤ
」
か
ら
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

完
熟
し
た
ア
テ
モ
ヤ
は
果
実
の
糖
度
が

20

～

30

度
に
も
な
る
ほ
ど
甘
い
一

方
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
に
似
た
程
良
い
酸

季
節
の
花 

セ
ン
リ
ョ
ウ
（千
両
） 

アテモヤの果実 

課題研究中間報告会 

（2020年11月15日） 

味
も
あ
る
た
め
、
近
年
人
気
が
で
て
き
た

果
物
で
す
。
ま
た
、
白
く
柔
ら
か
い
果
肉

か
ら
「
森
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。 

 

国
内
で
は
主
に
沖
縄
県
や
鹿
児
島
県
で

ア
テ
モ
ヤ
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
露
地

も
の
は
12
月
中
旬
頃
か
ら
２
月
に
か
け
て

収
穫
さ
れ
ま
す
が
、
近
年
ハ
ウ
ス
栽
培
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
露

地
も
の
が
出
回
る
前
後
に
も
出
荷
さ
れ
て

い
ま
す
。
ア
テ
モ
ヤ
は
収
穫
し
て
か
ら
食

べ
頃
を
迎
え
る
ま
で
追
熟
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
食
べ
頃
の
旬
は
２
週
間
ほ
ど

遅
れ
ま
す
。
こ
の
東
海
地
域
で
は
三
重
県

南
伊
勢
町
で
生
産
さ
れ
、
南
伊
勢
の
特
産

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
写
真
は
三
重
県
南

伊

勢

町

の

や

ま

で

農

園
（h

ttp
s://

y
a
m

ad
en

o
en

.co
m

/in
d
ex

.h
tm

l

）
よ

り

引

用
。
（
文
責
：
熊
﨑 

忠
） 

 
 

 
 

植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
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８
期

生
・
IT
食
農
先
導
士
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地
利
用

型
）第
４
期
生 

課
題
研
究
中
間
報
告
会
を
開
催  
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セ
ン
リ
ョ
ウ
（
千
両
）
は
、
セ
ン
リ
ョ

ウ
カ
科
セ
ン
リ
ョ
ウ
属
の
常
緑
小
低
木

で
、
冬
に
赤
い
果
実
を
つ
け
美
し
い
の
で

栽
培
さ
れ
、
特
に
名
前
が
め
で
た
い
の
で

マ
ン
リ
ョ
ウ
（
万
両
）
な
ど
と
と
も
に
正

月
の
縁
起
物
と
さ
れ
る
植
物
で
す
。
原
産

地
は
、
日
本
、
台
湾
、
中
国
、
マ
レ
ー
シ

ア
で
す
。
自
生
地
で
は
、
常
緑
樹
林
の
林

縁
に
生
え
て
い
る
の
で
、
栽
培
す
る
と
き

は
、
明
る
い
日
陰
で
強
風
が
当
た
ら
な
い

場
所
が
適
し
て
い
ま
す
。
鉢
植
え
は
、
通

年
戸
外
に
置
き
、
春
と
秋
は
半
日
陰
、
夏

は
直
射
日
光
が
当
た
ら
な
い
日
陰
、
冬
は

寒
風
が
当
た
ら
な
い
場
所
で
管
理
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
花
の
時
期
に
雨
に
当
て

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
実
を
つ
け
る

コ
ツ
と
な
り
ま
す
。 

 

植
付
け
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
土
が
乾

い
た
ら
潅
水
し
ま
す
が
、
そ
の
後
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
鉢
植
え
は
、
極
端
に
乾
燥

さ
せ
な
い
よ
う
に
、
土
の
表
面
が
乾
い
た

ら
潅
水
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
夏
の
高

温
期
、
冬
に
極
端
に
乾
燥
さ
せ
な
い

こ
と
が
、
実
つ
き
を
促
し
ま
す
。
鉢

植
え
、
庭
植
え
の
ど
ち
ら
の
場
合

も
、
肥
料
は
ほ
と
ん
ど
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
苗
を
購
入
し
て
株
を
大
き
く

し
た
い
場
合
は
、
５
～
６
月
の
間

に
、
緩
効
性
化
成
肥
料
な
ど
を
少
量

施
し
ま
す
。
特
に
油
か
す
な
ど
、

チ
ッ
素
分
の
多
い
肥
料
を
施
す
と
、

成
長
し
続
け
る
た
め
に
花
が
咲
き
に

く
く
な
り
、
実
が
つ
か
な
く
な
る
の

で
注
意
し
ま
す
。
鉢
植
え
で
は
２
年

に
１
回
を
目
安
に
、
一
回
り
大
き
な

鉢
に
植
え
替
え
ま
す
。
地
下
茎
か
ら

盛
ん
に
芽
を
出
し
て
株
が
大
き
く
な

る
の
で
、
鉢
を
大
き
く
し
た
く
な
い

と
き
に
は
、
ハ
サ
ミ
で
地
下
茎
を
２

～
３
つ
に
切
り
分
け
、
元
と
同
じ
大

き
さ
の
鉢
に
植
え
つ
け
ま
す
。
植
え

替
え
、
植
え
つ
け
の
適
期
は
４
～
５

月
で
す
。
（
文
責
：
山
内
高
弘
） 

センリョウの木と実 

 

昨
年
11
月
15
日
に
課
題
研
究
中
間
報

告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
中
間
報
告
会
で

は
、
植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
第
８
期
生

10

名
、

IT

食
農
先
導
士
（
土
地
利
用

型
）
第
４
期
生
５
名
が
、
現
在
ま
で
の
課

題
研
究
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
を
考
慮

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
し
た
。
発
表

後
、
そ
れ
に
対
し
て
教
員
か
ら
質
問
や
今

後
の
方
針
等
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
報
告
会
を
通
じ
て
受
講
生
は
、

今
後
必
要
な
実
験
、
デ
ー
タ
の
扱
い
方
や

ま
と
め
方
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
な
お
、
引
き
続
き
２
月
の
課
題
研
究

発
表
会
に
向
け
て
、
教
員
の
指
導
の
も
と

課
題
研
究
を
進
め
て
行
き
ま
す
。
（
文

責
：
山
内
高
弘
） 

旬
の
食
べ
物 

ア
テ
モ
ヤ 
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